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研究成果の概要（和文）：現代の子どもの発達の様子や問題点を探るため、過去50年間の発達検査の資料の検討、およ
び、保育園幼児の認知発達や社会生活能力の検討を行った。標準化資料の50％通過年齢や項目別の年齢別通過率の検討
の結果、1954年から1983年にかけては、子どもの精神発達が促進した時代、1983年から2001年にかけては、発達が遅延
してきている時代と考えられた。また、現代の幼児の発達は、認知能力は男女差を認めなかったが、社会生活能力や描
画発達は男児で女児より遅れると言う結果が得られ、最近の発達障害や「気になる子」の増加と関連があると考えられ
た。

研究成果の概要（英文）：We investigated trends in the mental development of children for the past 50 years
 in Japan. We compared the 50%-passing ages and the passing rates of standardization test data for each it
em. The period between 1954 and 1983 saw an acceleration in children's development, but this showed down f
or the period between 1983 and 2001. These results indicated that the mental development of children have 
been changing as time has passed because of changes of circumstances. And in another investigation of mode
rn preschool children, we found sexual differences on social development such as communication and group b
ehavior. 
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

（１）現代は子育て・子育ちが難しい状況に

あるといわれている。子どもたちの様子を見

ると、落ち着きのない、困難から回避する、

容易に「キレる」など、感情の不安定さや衝

動コントロールの弱さを持った子どもが目

立ってきている。しかし、子どもの詳細な実

態や原因についての実証的な研究報告は少

ない。 

（２）我々は、子どもの発達の時代的変遷や

現代の子どもの社会性や行動発達の問題点

や対応についての研究を行ってきた。これま

でに、新版Ｋ式発達検査の標準化資料を用い

て、①現代の子どもは 20 年前の子どもと比

較すると、発達が全体的に遅れてきており、

その遅れは幼児期に著明であること、②発達

の遅れは特に描画能力で目立ち、三角形模写

では約 8 か月、ひし形模写では 12 か月遅れ

てきていること、③遅れは男児でより著明で

あることなどを報告してきた。また、幼稚園

や保育園には発達障害の特徴を持った「気に

なる子」が多数存在し、対応に苦慮している

ことなどを明らかにしてきた。 

２．研究の目的 

 本研究では、１）1950 年代の標準化資料も

加えて、最近 50 年間の子どもの精神発達の

変遷について明らかにすること、および、２）

現代の子どもの精神発達および社会性や行

動の発達や問題点について検討することを

目的とした。 

３．研究の方法 

（１）1983 年や 2001 年の資料に 1954 年の資

料を加えて、新版 K式発達検査の各検査項目

について、年齢別通過率（各年齢ごとの課題

に合格した割合）や 50％通過年齢（半分の子

どもが合格する年齢）を求め比較検討した。 

（２）保育園の幼児を対象に、知的発達の指

標として新版 K式発達検査を、描画発達の指

標としてグッドイナフ人物画知能検査を、社

会性や行動の指標としてS-M社会生活能力検

査を、問題行動の指標として CBCL を、また

生活習慣の検査を行った。海外との比較とし

て、ナイジェリアの子どもの生活習慣や人物

画知能検査テストなどを行った。 

（３）倫理的配慮 

 保育園幼児の検査や調査について京都教

育大学倫理委員会の承認を得た後、保育園長

および各保護者の文書での同意を得た。 

 
４．研究成果 

（１）最近 50 年間の子どもの精神発達の変

遷 

1 歳から 11歳の 109 検査項目の 50％通過

年齢の検討の結果、1954 年から 1983 年にか

けては「認知・適応領域」、「言語・社会領域」

とも 50％通過年齢が低年齢化した項目が多

く（全体の 77.1％）、子どもの精神発達が促

進した時代と考えられた。一方、1983 年から

2001 年にかけては、両領域とも 50％通過年

齢が高年齢化した項目が多く（全体の

67.0％），発達が遅延してきている時代と考

えられた（図１）。

 

領域ごとの変化では、「言語・社会領域」

では、1954 年から 1983 年も 1983 年から 2001

年も、「幼児期前半」「幼児期後半」「学齢期」

とも、全体の変化とほぼ同じような項目の分

布を示した。しかし、「認知・適応領域」で

は、1954 年から 1983 年も 1983 年から 2001

年も、「幼児期前半」よりも「幼児期後半」

や「学齢期」で変化が大きかった。 

各検査項目の年齢別通過率の検討では、発

達の促進が見られた項目で年齢別通過率の

上昇、遅延した項目で低下し有意差を認めた。

また、加齢に伴う通過率のグラフは、発達の



促進では左へ、遅延では右へ、傾きの変化は

ほとんど認めずに変移した。したがって、変

化したのは子どもの一部でなく、全体の発達

が促進または遅延してきていると考えられ

た。項目ごとの変化では、「色の名称」では

発達が持続的に促進し、「折り紙」や「硬貨

の名称」では持続的に遅延した。これは、発

達課題により発達のバランスが変わってき

ている、ある意味でアンバランスになってき

ているものと考えられた。子ども全体の発達

の変化や変遷はこれまであまり検討されて

きておらず、今後、変化の原因や対応につい

て検討が必要と思われた（図２、３）。 

 

 

（２）「新 K式 2001」の全領域発達指数（DQ）

と「新版 S-M 社会生活能力検査」の社会生活

指数（SQ）の値を図４に示し、男女別の平均

値を表１に示した。新版 K式発達検査による

認知発達検査は男児と女児で差を認めなか

ったが、社会生活能力テストの結果は、女児

が男児より発達が早いと言う性差を認めた。

「新版 S-M 社会生活能力検査」は子どもの社

会生活能力全般を評価する検査で、3歳頃か

らの課題として、身辺自立では「衣服の着脱

がひとりでできる」、作業では「ハサミで簡

単な形を切り抜くことができる」、意思交換

では「見たり聞いたりしたことを自分から話

せる」、集団参加では「簡単な室内ゲームが

できる」、自己統制では「欲しいものがあっ

ても、説得されればがまんする」などが含ま

れている。意思交換、集団参加、自己統制な

どの項目は、発達障害児で未熟性が目立つも

のであり、健常幼児でも性差があるというこ

こでの結果は、「気になる子」や発達障害児

が男児で多いことの一つの要因と考えられ

た。 

　　　表１　新K式2001の結果（DQ）と社会生活能力指数（SQ）
（平均値±標準偏差）

D　Q S　Q
男　児 94.1±11.7 88.4±11.7  
女　児 96.3±13.6 101.1±16.0
全　員 95.0±12.5 93.5±15.4  

（３）ナイジェリアの幼児に人物画検査を行

った結果、その発達の全体的傾向はは我が国

の子どもと変わりがなかった。しかし、5,6

歳を過ぎるとその国の文化や民族性を表す

描写が出てきた（図５）。

図５ ナイジェリアの子どもの人物画



（４）生活習慣の調査では、現代の幼児は、

朝食を食べないことや、テレビやビデオの時

間が長い、23時以後の就寝のものも多いなど

の特徴が明らかになったが、発達との関連は

明らかではなかった。 

（５）簡易版幼児用発達評価尺度を作成し試

行的に実施したが、今後性差も考慮しながら、

今後の研究の課題にしていく予定である。 
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